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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、小胞体（ER）腔の可溶性糖タンパク質をコードしており、ERでのタンパク質の適切なフォールディングとアセンブリに必要な70キロダルトンの熱ショックタンパク質シャペロンである結合免疫グロブリンタンパク質のコシャペロンとして機能します。コードされているタンパク質は、特徴的なHis-Pro-Asp（HPD）モチーフを持つ約70アミノ酸の高度に保存されたJドメインを含み、ATPase活性を刺激することで結合免疫グロブリンタンパク質の活性を制御している可能性があります。[RefSeq提供、2014年3月]、注意：PubMed：11584023は、細胞質と核の細胞内局在を報告しました。この結果は、おそらくシグナルペプチドによるERへの標的化に影響を与えた、N末端GFPタグ付きコンストラクトを使用して得られました。結果として、核タンパク質であるAPOBEC1との観察された相互作用のin vivoでの関連性は疑わしいです。これはPWP1との相互作用にも当てはまります。,機能：HSPA5のコシャペロンとして機能します。ERADの基質である未折り畳みタンパク質と新生未折り畳みペプチド鎖の両方に直接結合しますが、折り畳みが完了する前にHSPA5-未折り畳みタンパク質複合体から解離します。HSPA5と他のシャペロンを基質にリクルートするのに役立つ可能性があります。HSPA5 ATPase活性を刺激します。,誘導：タプシガルギンやツニカマイシンなどのERストレス誘導剤によって。,PTM：高マンノースエンドH感受性炭水化物を含みます。,PTM：Cys-169、Cys-171、Cys-193、およびCys-196は分子内ジスルフィド結合を形成します。各Cysの優先パートナーは不明です。,PTM:Thr-188は、ATMまたはATRによるDNA損傷時にリン酸化されると報告されています（PubMed:17525332）。しかし、この位置はER内腔にあることが示されているため、in vivoでの関連性は証明されていません。,類似性:1つのJドメインを含みます。,細胞内局在:C末端エピトープタグ構築物においてER膜に結合しています。,サブユニット:CABP1、DNAJB11、HSP90B1、HSPA5、HYOU、PDIA2、PDIA4、PPIB、SDF2L1、UGT1A1、およびごく少量のERP29を含む大きなシャペロン多タンパク質複合体の一部ですが、CALRやCANXは含まれないか、非常に低レベルです。ATP非依存的に変性基質に結合します。 Jドメインを介してATP依存的にHSPA5と相互作用する。,組織特異性:広く発現している。,
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	DNAJB11抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	DNAJB11抗体を用いたHeLa細胞、HUVEC細胞、COLO細胞、MCF-7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ERdj3ポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	ERdj3ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット解析

